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広
島
県
域
は
、
江
戸
時
代
に
は
そ
の
大
半
が
広
島
・
福
山

両
藩
領
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
領
域
全
体
を
対

象
と
し
た
地
誌
編
さ
ん
事
業
が
、
藩
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。広

島
藩
で
は
、
初
期
の
編
さ
ん
事
業
に
よ
り
「
芸
備
国
郡

志
」
が
作
ら
れ
、
十
九
世
紀
に
は
そ
の
改
修
事
業
に
よ
り
「
芸

藩
通
志
」
全
一
五
九
巻
が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
過
程
で
領
内
の
町
村
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
国
郡
志
下
調
べ

帳
」
は
、
各
町
村
の
詳
細
な
地
誌
と
し
て
資
料
的
価
値
が
高

く
、
そ
れ
を
基
に
「
知
新
集
」
や
「
三
原
志
稿
」・「
尾
道
志

稿
」・「
竹
原
志
料
」
な
ど
も
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

福
山
藩
で
は
、
阿
部
氏
時
代
に
「
備
陽
六
郡
志
」
全
四
六

巻
や
「
西
備
名
区
」
全
九
〇
巻
な
ど
の
優
れ
た
地
誌
が
作
ら

れ
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
つ
つ
、
藩
の
事
業
と
し
て
「
福
山
志

料
」
全
三
五
巻
が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
安
芸
の
厳
島
と
備
後
の
鞆
は
、
特
に
名
所
と

し
て
早
く
か
ら
地
誌
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
島
嶼
部
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
地
誌
類
が
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
広

島
県
史
』
を
は
じ
め
、
各
自
治
体
史
等
で
広
く
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
展
示
で
は
、
近
世
の
芸
備
地
方
で
作
ら
れ
た
さ
ま
ざ

ま
な
地
誌
に
つ
い
て
、
広
島
県
立
文
書
館
が
収
蔵
す
る
資
料

の
中
か
ら
写
本
や
刊
本
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

（
担
当

西
向
宏
介
）



右が賀茂郡吉川村の下調べ帳（390）。中央が同柏原村（1908），

左が同三升原（6630）の下調べ帳。

広
島
藩
の
地
誌
編
さ
ん
事
業

「
芸
備
国
郡
志
」（
げ
い
び
こ
く
ぐ
ん
し
）（
野
坂
家
文
書
八
八
〇
二
―
六
八
）

広
島
藩
政
初
期

の
編
さ
ん
事
業
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
、

芸
備
地
方
を
代
表

す
る
地
誌
の
一
つ
。

編
者
の
黒
川
道

祐
（
く
ろ
か
わ
ど

う
ゆ
う
）
は
、
京

都
の
儒
医
で
、
広

島
藩
の
二
代
藩
主

光
晟
（
み
つ
あ
き

ら
）
に
招
か
れ
広

島
藩
の
儒
医
と
な

っ
た
。
ま
た
、
光

晟
の
世
子
綱
晟
（
つ
な
あ
き
ら
）
の
教
育
に
も
あ
た
っ
た
。

本
書
は
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
上
巻
は
安
芸
国
八
郡
、
下

巻
は
備
後
国
の
う
ち
御
調
・
世
羅
・
三
谿
（
み
た
に
）・
奴
可

（
ぬ
か
）・
三
上
・
甲
奴
（
こ
う
ぬ
）
の
六
郡
に
つ
い
て
記
し

て
い
る
。
内
容
は
、
国
の
沿
革
に
始
ま
り
、
郡
名
・
形
勝
・

風
俗
・
城
池
・
苑
囿
（
え
ん
ゆ
う
）・
山
川
・
土
産
・
寺
門
・

祠
廟
（
し
び
ょ
う
）・
古
墳
・
陵
墓
・
人
品
（
じ
ん
ぴ
ん
）・

拾
史
の
各
項
に
つ
い
て
記
す
。
た
だ
し
、
備
後
国
に
つ
い
て

は
、
城
池
・
苑
囿
・
山
川
の
三
項
に
替
わ
り
、
土
地
の
項
が

あ
る
。
十
七
世
紀
中
期
の
藩
領
域
の
状
況
を
知
る
う
え
で
貴

重
な
資
料
で
あ
り
、
特
に
土
産
の
項
は
詳
し
く
、
芸
備
両
国

の
国
産
品
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

写
真
は
、
山
県
郡
の
林
源
右
衛
門
に
よ
る
文
政
十
年
（
一

八
二
七
）
の
写
本
で
あ
り
、
朱
で
添
削
が
入
っ
て
い
る
。「
芸

備
国
郡
志
」
の
写
本
は
、
上
下
巻
一
綴
の
形
で
ほ
か
に
も
多

く
残
っ
て
い
る
。

「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」（
こ
く
ぐ
ん
し
し
た
し
ら
べ
ち
ょ
う
）

（
竹
内
家
文
書
八
八
〇
一
―
三
九
〇
・
一
九
〇
八
・
六
六
三
〇
）

広
島
藩
が
「
芸
藩
通
志
」
を
編
さ
ん
す
る
た
め
、
領
内
村
々

か
ら
基
礎
資
料
と
し
て
提
出
さ
せ
た
も
の
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）、
藩
主
斉
賢
（
な
り
か
た
）
は
「
芸

備
国
郡
志
」
の
改
修
事
業
を
頼
杏
坪
（
ら
い
き
ょ
う
へ
い
）

に
命
じ
た
が
、
杏
坪
は
当
時
江
戸
詰
の
侍
講
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
事
業
に
着
手
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
同
八
年
に

郡
役
所
詰
と
な
っ
て
か
ら
は
編
さ
ん
事
業
が
緒
に
つ
き
、
一

定
の
様
式
を
示
し
て
領
内
全
村
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
国
郡
志
下

調
べ
帳
」
を
提
出
さ
せ
た
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は

編
修
局
が
置
か
れ
、
下
調
べ
帳
の
提
出
が
促
進
さ
れ
た
。

「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」
の
控
は
、
現
在
も
各
地
に
多
数
残

っ
て
お
り
、
多
く
の
自
治
体
史
誌
に
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
、
完
成
し
た
「
芸
藩
通
志
」
の
記
述
よ
り

も
、
は
る
か
に
詳
細
で
あ
る
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）「
急
廻
章
」（
い
そ
ぎ
か
い
し
ょ
う
）

（
竹
内
家
文
書
八
八
〇
一
―
一
九
〇
七
）

村
々
で
「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」
の
作
成
を
促
す
た
め
、
廻

送
さ
れ
た
書
状
。
賀
茂
郡
高
屋
組
の
割
庄
屋
竹
内
六
郎
兵
衛

が
組
内
の
村
々
へ
廻
送
し
た
も
の
。

下
調
べ
帳
の
作
成
は
、
文
化
年
間
か
ら
領
内
村
々
に
提
出

が
指
示
さ
れ
て
い
た
が
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
広
島

藩
は
編
修
局
を
設
置
し
、領
内
全
村
か
ら
提
出
さ
せ
る
べ
く
、

改
め
て
作
成
を
指
示
し
た
。

賀
茂
郡
で
は
、
下
調
べ
帳
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
作
成
要

領
と
も
い
う
べ
き
「
国
郡
志
村
々
書
出
帖
略
案
」（
表
紙
①
）

と
「
仁
方
村
書
出
帖
」（
表
紙
②
）
が
回
覧
さ
れ
た
。
こ
の
二

冊
の
帳
面
は
、
藩
か
ら
郡
内
の
割
庄
屋
た
ち
へ
廻
送
さ
れ
、

各
人
で
写
し
を
作
成
し
た
う
え
で
、組
内
村
々
へ
送
ら
れ
た
。

２



「急廻章」の前半(上)と末尾(下)の部分。

末尾の村名部分には、捺印とともに日時の書込みがある。

仁
方
村
の
書
出
帳
は
、
こ
の
時
よ
り
以
前
（
文
化
十
一
年
〈
一

八
一
四
〉）
に
提
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
未
提
出
の
村
々
に

サ
ン
プ
ル
と
し
て
回
覧
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
書
状
に
よ
る
と
、
仁
方
村
の
書
出
帳
は
、
こ
の
た
び

の
作
成
要
領
（
略
案
）
に
准
じ
て
作
成
さ
れ
て
い
な
い
た
め

不
備
な
点
も
あ
る
が
、
改
め
て
作
成
し
直
し
て
か
ら
回
覧
す

る
と
却
っ
て
時
間
が
か
か
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
回
覧
す
る
こ

と
に
し
た
と
あ
る
。
村
々
で
は
、
こ
の
二
冊
を
写
し
取
っ
た

う
え
で
下
調
べ
帳
を
作
成
す
る
が
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、

四
日
市
で
会
合
が
も
た
れ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
村
が
こ
の
二
冊
を
写
し
取
っ
て
回
覧
し
て
い
る

と
、
最
後
に
回
覧
さ
れ
た
村
は
作
業
の
開
始
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
回
覧
時
に
、
ま
ず
一
冊
だ
け
を
写
し
取
り
、

残
り
の
一
冊
は
隣
村
同
士
で
借
り
合
っ
て
写
し
取
る
よ
う
申

し
合
わ
せ
て
い
る
。
各
村
で
帳
面
を
留
め
置
く
期
間
は
一
昼

夜
ほ
ど
と
し
、
次
の
村
へ
廻
送
す
る
際
は
、
こ
の
書
状
に
日

時
を
書
き
入
れ
た
上
で
、
昼
夜
を
問
わ
ず
廻
送
す
る
よ
う
指

示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

国
郡
志
の
改
修
事
業
は
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
頼

杏
坪
が
命
を
受
け
て
か
ら
一
五
年
が
経
過
し
て
お
り
、
藩
の

編
修
局
設
置
も
、
こ
の
事
業
を
早
期
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
す

る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事
業
の
基
礎
と
な
る
下
調

べ
帳
の
作
成
を
早
急
か
つ
徹
底
し
て
行
お
う
と
す
る
様
子
が
、

こ
の
書
状
か
ら
う
か
が
え
る
。

「
文
政
元
寅
よ
り
国
郡
志
一
件
ニ
就
始
終
書
類
」

（
こ
く
ぐ
ん
し
い
っ
け
ん
に
つ
き
し
じ
ゅ
う
し
ょ
る
い
）

（
竹
内
家
文
書
八
八
〇
一
―
一
九
〇
六
）

「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」
の
作
成
に
関
す
る
割
庄
屋
間
の
廻

状
や
村
々
役
人
衆
中
へ
の
廻
状
、
下
調
べ
帳
案
文
な
ど
の
写

し
を
綴
っ
た
書
類
。
下
調
べ
帳
作
成
の
具
体
的
な
経
緯
が
う

か
が
え
る
。

例
え
ば
、
下
調
べ
帳
に
書
く
「
農
器
」（
農
具
）
の
絵
図
（
表

紙
③
）
に
つ
い
て
は
、
各
村
と
も
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
使
う
た

め
、
割
庄
屋
組
一
組
に
つ
き
一
村
だ
け
絵
図
を
作
成
す
る
こ

と
と
し
、
そ
れ
以
外
の
村
は
、
異
形
の
農
具
を
使
っ
て
い
る

場
合
を
除
き
、「
○
○
村
よ
り
書
出
し
候
通
」
と
記
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
賀
茂
郡
の
割
庄
屋
彦
五
郎
ら
が
郡
内
割
庄
屋
に
あ

て
た
二
月
三
日
の
書
状
に
よ
る
と
、
村
絵
図
の
作
成
方
法
に

つ
い
て
、
藩
か
ら
は
「
下
地
有
来
之
絵
図
」（
＝
す
で
に
作
成

し
て
あ
る
絵
図
）
で
い
い
と
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
先

日
国
郡
志
御
用
懸
り
の
役
人
（
割
庄
屋
ら
）
が
広
島
へ
呼
び

出
さ
れ
て
集
ま
っ
た
際
、
他
郡
の
様
子
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

安
芸
郡
と
沼
田
郡
で
は
、「
有
来
之
絵
図
」
で
は
不
都
合
が
あ

る
た
め
、
絵
図
を
新
調
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
沼
田
郡
緑

井
村
の
絵
図
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
写
し
取
り
（
表
紙
④
）、
こ

の
緑
井
村
の
絵
図
に
准
じ
て
賀
茂
郡
で
も
絵
図
を
新
調
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る（
右
の
写
真
左
側
部
分
の
記
載
）。

藩
か
ら
の
指
示
だ
け
で
な
く
、
村
役
人
ら
の
自
主
的
な
判

断
も
加
わ
っ
て
下
調
べ
帳
が
作
ら
れ
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。

３



「芸藩通志」の写本。賀茂郡関係部分のみ抜粋したもの。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）「
賀
茂
郡
吉
川
村
絵
図
」

（
か
も
ぐ
ん
よ
し
か
わ
む
ら
え
ず
）（
竹
内
家
文
書
八
八
〇
一
―
一
九
〇
七
）

「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」
の
提
出
に
向
け
て
作
成
さ
れ
た
村

絵
図
の
控
。
裏
面
に
は
賀
茂
郡
吉
川
村
庄
屋
（
竹
内
）
亮
平

の
名
を
記
し
た
付
札
と
共
に
、「
文
政
二
年
己
卯
二
月

国
郡

志
御
用
出
ス
扣
」
と
記
し
た
付
札
が
貼
付
し
て
あ
る
。

「
芸
藩
通
志
」（
げ
い
は
ん
つ
う
し
）（
田
坂
家
文
書
九
〇
〇
一
―
五
二
二
）

近
世
後
期
広
島
藩
領
の
最
も
包
括
的
な
地
誌
。

黒
川
道
祐
編
の
「
芸
備
国
郡
志
」
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
経

過
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
広
島
藩
で
は
、
文
化
元
年
（
一
八

〇
四
）
に
頼
杏
坪
に
修
史
事
業
を
命
じ
、
国
郡
志
の
改
修
事

業
に
当
た
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
領
内
村
々
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
の
が
「
芸
藩

通
志
」
で
あ
る
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
八
月
に
脱
稿
し

た
「
芸
藩
通
志
」
全
一
五
九
冊
の
内
容
は
、
安
芸
・
備
後
両

国
の
総
体
に
か
か
わ
る
記
述
に
始
ま
り
、
広
島
府
・
三
原
府
・

厳
島
・
尾
道
で
そ
れ
ぞ
れ
一
志
を
作
り
、
続
い
て
安
芸
八
郡
・

備
後
八
郡
の
郡
志
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
広
島
府
以
下
各
郡

別
の
主
な
記
述
項
目
は
、
各
町
村
図
・
彊
域
（
き
ょ
う
い
き

＝
四
周
）
形
勢
・
官
道
駅
站
（
え
き
た
ん
）・
村
里
・
田
畝
（
で

ん
ぽ
）
歳
額
・
租
税
・
戸
口
・
州
場
舟
船
・
山
林
・
川
瀆（
せ

ん
と
く
）・
島
嶼
・
池
溏
（
ち
と
う
）・
社
倉
・
物
産
・
祠
廟
・

寺
院
・
古
蹟
名
勝
・
人
物
・
孝
義
・
故
家
・
土
官
（
ど
か
ん
）

流
寓
（
り
ゅ
う
ぐ

う
）・
城
墟
・
墳
墓
で

あ
る
。
ま
た
、
地
図

は
、
芸
備
一
六
郡
の

沿
革
図
か
ら
各
府

市
・
郡
村
ま
で
の
略

図
を
収
録
す
る
。

本
書
は
「
芸
備
国

郡
志
」
の
改
修
作
業

か
ら
始
ま
っ
た
が
、

そ
れ
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
大
著
と
な
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
書
名
が
「
芸
藩

通
志
」
と
な
っ
た
の
は
、
備
後
国
が
広
島
藩
に
属
す
る
郡
の

み
を
扱
い
、
全
郡
に
及
ば
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

本
書
は
当
時
に
お
け
る
代
表
的
な
地
誌
で
あ
り
、
後
年
、

長
州
藩
が
地
誌
編
修
の
た
め
「
風
土
注
進
案
」
を
領
内
か
ら

提
出
さ
せ
た
際
に
は
、広
島
藩
の
下
調
べ
帳
を
参
考
に
し
た
。

芸
備
地
方
の
各
種
地
誌

「
厳
島
道
芝
記
」（
い
つ
く
し
ま
み
ち
し
ば
の
き
）

（
野
坂
家
文
書
八
八
〇
二
―
二
五
二
）

厳
島
を
網
羅
的
に
紹
介
し
た
最
初
の
本
格
的
な
地
誌
。

著
者
の
小
島
常
也
（
こ
じ
ま
つ
ね
や
）（
生
年
不
詳
～
一
七

一
八
）
は
、
広
島
城
下
白
神
組
の
町
役
人
。
元
禄
十
年
（
一

六
九
七
）
二
月
に
全
七
巻
を
書
き
上
げ
、
五
年
後
の
同
十
五

年
三
月
に
挿
絵
を
入
れ
て
出
版
し
た
。

巻
一
は
上
下
二
冊
に
な
っ
て
お
り
、
厳
島
太
明
神
鎮
座
の

考
証
や
、
本
社
の
構
造
・
規
模
な
ど
を
記
し
、
巻
二
は
外
宮
・

摂
社
・
末
社
・
別
宮
の
構
造
・
規
模
を
記
す
。
巻
三
は
弥
山

の
諸
堂
と
島
内
の
諸
寺
院
を
紹
介
し
、
巻
四
は
島
内
の
浦
々

や
旧
地
名
を
紹
介
す
る
。
巻
五
は
島
内
の
名
所
旧
跡
を
、
巻

六
は
年
中
行
事
、
巻
七
は
雑
録
と
し
て
宝
庫
霊
物
・
奉
納
和

歌

漢
詩
・
古
筆
・
拾
貨
・
霊
験
・
奇
異
・
遺
考
を
記
し
て
い

る
。十

七
世
紀
終
わ
り
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
ほ

か
に
も
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
「
厳
島
八
景
」
や
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
「
い
つ
く
し
ま
由
来
」
な
ど
が
出

版
さ
れ
た
が
、「
厳
島
道
芝
記
」
ほ
ど
網
羅
的
に
ま
と
め
た
書

４



鞆記

草戸記

芸備国

竹原下

備後古

厳島道

広島独

芸州倉

鞆浦志

能美島

三原め

備後賀

備陽六
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芸備風
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佐伯郡

福山志
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備後郡

竹原志

三原志
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書名 成立年 編著者 巻数 刊本

正保２年（1645） 萩野重高 １巻 『備後叢書』第４巻（復刻本第２巻）

慶安～明暦（1648～58）頃 野々口立圃 １巻 『備後叢書』第４巻（復刻本第２巻）

郡志 寛文３年（1663） 黒川道祐 ２巻
『続々群書類従・地理部』，『備後叢書』第４
巻（復刻本第２巻）

市一邑志 元禄６年（1693） 寺本立軒 １巻 『竹原市史』第３巻史料編（１）

城記 元禄８年（1695） １冊 『備後叢書』第４巻（復刻本第２巻）

芝記 元禄15年（1702） 小島常也 ７巻
『厳島道芝記 全』，『宮島町史』資料編 地
誌・紀行Ⅰ

案内 享保～元文（1716～41）頃 １冊

橋浦風土記 享保末～元文（1730～41）頃 僧性添 ３冊 『倉橋町史』資料編Ⅱ

寛延元年（1748） 吉田利・日野所介 ２巻１冊 『備後叢書』第４巻（復刻本第２巻）

志 宝暦13年（1763） 久保利右衛門 １巻 『大柿町誌』

ぐり（三原廻） 明和～天明（1764～89）頃 木原尚房 １巻 『三原市史』第４巻資料編１

島記 明和４年（1767） 松本達夫（成徳） １巻

郡志 安永５年（1776）頃 宮 原 直 倁 46巻 『備後叢書』第１～３巻（復刻本第１巻）

聞 寛政３年（1791） 勝島惟恭 １巻 『広島県史』近世資料編Ⅵ

土記 享和３年（1803） 勝島惟恭 10巻
『備後叢書』第11巻（復刻本第５巻），『尚
古』55～60

区 文化元年（1804） 馬屋原重帯 90巻 『備後叢書』第５～９巻（復刻本第３～４巻）

廿ヶ村郷邑記 文化３年（1806） １冊
『大竹市史』史料編第1巻，『廿日市町史』資
料編Ⅱ近世上，『佐伯町誌』資料編１

料 文化６年（1809） 吉田豊功・菅茶山 35巻35冊 『福山志料』上・下巻（復刻本１冊）

文化12年（1815） 原田玄菴 ３巻 『下蒲刈町史』資料編

稿
文化13年（1816）／文政８年
（1825）

亀山士綱 14巻 『備後叢書』第10巻（復刻本第５巻）

村誌 文政元年（1818） ７冊 『府中市史』史料編Ⅳ地誌編

料 文政（1818～30）頃 小倉屋治左衛門等写 ７冊

稿 文政２年（1819） 青木充延・充実 ８巻 『三原市史』第４巻資料編１

文政５年（1822） 飯田利矩（篤老） 25巻 『新修広島市史』第６巻

稿追輔 文政７年（1824） 梶原藍渠 １冊

志 文政８年（1825） 頼杏坪 159巻159冊 『芸藩通志』（1915年刊，81年再刊）

所図会 天保13年（1842） 岡田清 10巻
『日本名所風俗図会』13巻，『芸州厳島図会』
上・下巻，『宮島町史』資料編 地誌・紀行Ⅰ

記 不詳（近世後期） 小寺清之 １巻
『続備後叢書』下巻（『備後叢書』復刻本第８
巻）

近世芸備地方の主な地誌（成立年順）
近世芸備地方の主な地誌（成立年順）



物
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

十
九
世
紀
に
な
る
と
、
勝
島
惟
恭
（
か
つ
し
ま
い
き
ょ
う
）

の
「
厳
島
志
」
や
秋
里
籬
島
（
あ
き
さ
と
り
と
う
）
の
「
中

国
名
所
図
会
」、
岡
田
清
の
「
芸
州
厳
島
図
会
」
な
ど
が
書
か

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
「
厳
島
道
芝
記
」
を
念
頭
に
置
い
て
書

か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
厳
島
の
見
方
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
書
物
で
あ
る
。

「
芸
備
風
土
記
」（
げ
い
び
ふ
ど
き
）

（
永
井
家
文
書
八
八
二
四
―
一
六
四
―
四
）

安
芸
・
備
後
に
ま
た
が
る
地
誌
。
別
名
「
芸
備
古
跡
志
」

と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
芸
備
の
寺
社
や
名
所
・
旧
跡
等
を

記
し
て
い
る
。

著
者
の
勝
島
惟
恭
は
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
尾
道
に

生
ま
れ
た
。
勝
島
家
は
代
々
の
好
学
家
で
あ
り
、
曽
祖
父
の

惟
徳
は
京
都
の
伊
藤
仁
斎
・
東
涯
に
師
事
し
、
祖
父
惟
馨
も

東
涯
に
師
事
し
た
。
惟
恭
自
身
も
伊
藤
東
所
（
い
と
う
と
う

し
ょ
）
に
師
事
し
て
古
義
学
を
学
び
、
詩
文
に
も
巧
み
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
。

惟
恭
が
書
い
た
凡
例
に
よ
る
と
、「
芸
備
風
土
記
」
は
、
は

じ
め
「
行
余
紀
聞
」（
こ
う
よ
き
ぶ
ん
）
と
題
し
、
前
・
後
・

続
の
三
編
を
著
し
た
が
、
こ
れ
を
編
修
し
、
遺
漏
を
補
っ
て

完
成
さ
せ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

内
容
は
、
安
芸
風
土
記
（
五
巻
）
と
備
後
風
土
記
（
五
巻
）

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
寺
社
の
縁
起
や
名
所
・
旧
跡
を
記

す
が
、
「
行
余
紀

聞
」
が
古
跡
誌
と

文
芸
論
か
ら
な
る

の
に
対
し
、
本
書

は
整
然
と
郡
別
に

ま
と
め
ら
れ
た
古

跡
誌
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
安
芸
・

備
後
に
ま
た
が
る

計
二
二
郡
の
記
述

は
、
郡
に
よ
っ
て

精
粗
が
あ
り
、
御

調
郡
が
一
巻
全
部

を
割
い
て
い
る
の

に
対
し
、
他
郡
に

つ
い
て
は
、
賀
茂
・
安
芸
・
高
田
・
豊
田
・
沼
隈
の
各
郡
で

や
や
紙
数
が
多
い
ほ
か
は
、
極
め
て
簡
略
な
記
述
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
広
島
府
は
「
芸
備
国
郡
志
」
が
あ
り
、
厳
島

は
「
厳
島
道
芝
記
」
が
あ
る
と
し
て
、
本
書
で
は
こ
れ
ら
を

除
外
し
て
い
る
。

写
真
は
、
広
島
尚
古
会
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
か
ら

四
年
に
か
け
て
会
誌
『
尚
古
』（
第
五
五
～
六
〇
号
）
に
附
録

と
し
て
掲
載
し
た
も
の
で
、
広
島
高
等
師
範
学
校
（
現
広
島

大
学
）
所
蔵
本
に
依
っ
て
い
る
。

「
芸
備
大
帳
外
史
」（
げ
い
び
お
お
ち
ょ
う
が
い
し
）

（
野
坂
家
文
書
八
八
〇
二
―
四
九
五
）

広
島
藩
の
郡
ご
と
の
地
誌
。
賀
茂
郡
寺
家
村
の
医
家
、
野

阪
家
の
七
代
目
当
主
野
阪
完
山
（
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉

死
去
）が
著
し
た
。

同
書
は
未
定
稿
な

が
ら
全
二
三
冊
に

及
び
、
そ
の
う
ち

賀
茂
郡
が
一
一
冊

を
占
め
る
。以
下
、

御
調
郡
が
四
冊
、

世
羅
・
甲
奴
・
恵

蘇
・
奴
可
・
三
上
・

三
谿
・
三
次
の
各

郡
が
一
冊
ず
つ
と

な
っ
て
い
る
。
賀

６



茂
郡
以
外
の
各
郡
は
、
精
粗
は
あ
る
も
の
の
村
ご
と
に
記
述

し
た
地
誌
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
賀
茂
郡
は
「
律
」・

「
律
令
」・「
刑
」・「
修
験
等
」・「
駅
」・「
巡
見
使
」・「
奉
幣

使
」
な
ど
と
題
す
る
巻
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
触
や

達
な
ど
を
収
録
し
て
い
る
。
医
師
で
あ
り
、
私
塾
も
開
設
し

た
完
山
は
、
俳
諧
・
漢
詩
の
ほ
か
地
誌
の
編
修
に
も
関
心
が

高
く
、「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」
の
提
出
が
領
内
村
々
に
求
め
ら

れ
た
際
に
は
、
自
村
で
あ
る
寺
家
村
の
ほ
か
数
ヶ
村
か
ら
依

頼
さ
れ
、
そ
の
撰
述
を
行
っ
て
い
る
。

「
広
島
独
案
内
」（
ひ
ろ
し
ま
ひ
と
り
あ
ん
な
い
）

（
保
田
義
郎
家
文
書
九
八
〇
八
―
四
一
〇
―
一
九
〈
右
〉）

（
長
船
友
則
氏
収
集
資
料
二
〇
〇
四
〇
七
―
六
七
二
〈
左
〉）

近
世
広
島
城
下

に
関
す
る
最
初
の

地
誌
。

作
者
は
毛
利
家

遺
臣
を
先
祖
に
持

つ
広
島
町
人
と
考

え
ら
れ
る
が
詳
細

は
不
明
。
広
島
城

下
の
名
所
・
旧
蹟

な
ど
を
三
人
連
れ

で
二
日
間
見
物
す

る
と
い
う
体
裁
で

記
述
さ
れ
て
い
る
。

成
立
年
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
享
保
十
年
代
後
半
か
ら
元
文

も
し
く
は
寛
延
期
頃
の
作
成
と
推
定
さ
れ
る
。
刊
本
と
し
て

は
発
行
さ
れ
ず
、
写
本
と
し
て
流
布
し
て
い
る
。
写
本
は
寛

政
期
頃
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
も
の
が
多
い
が
、
現
存
す
る

写
本
は
そ
れ
ぞ
れ
に
誤
字
・
遺
漏
を
含
む
も
の
が
多
い
。

本
書
の
内
容
と
し
て
は
、
第
一
日
目
で
広
島
城
の
築
城
経

緯
や
毛
利
家
・
福
島
家
の
移
封
・
除
封
経
緯
、
福
島
家
家
臣

の
人
名
、
浅
野
家
の
礼
讃
を
記
す
。
続
い
て
広
島
城
下
巡
り

の
記
述
へ
と
移
り
、
広
島
城
や
武
家
屋
敷
、
泉
水
庭
（
せ
ん

す
い
て
い
）、
国
泰
寺
と
白
神
社
、
六
丁
目
～
水
主
（
か
こ
）

町
～
白
島
町
・
九
軒
町
と
記
す
。
第
二
日
目
で
は
、
矢
賀
鼻

辺
か
ら
見
た
新
開
・
湾
岸
部
の
描
写
、
松
原
町
～
猿
猴
橋
町

～
稲
荷
町
、
比
治
山
付
近
の
様
子
を
記
し
、
続
い
て
城
下
の

五
組
（
新
町
・
中
通
・
白
神
・
中
島
・
広
瀬
の
各
町
組
）、
横

不
動
院
～
明
星
院
、
東
照
宮
と
祭
礼
、
尾
長
天
満
宮
～
国
前

寺
（
こ
く
ぜ
ん
じ
）
～
瑞
川
寺
（
ず
い
せ
ん
じ
）
の
様
子
を

記
し
て
い
る
。
そ
し
て
資
料
・
参
考
編
と
し
て
、
城
下
の
寺

数
や
町
数
・
門
数
・
橋
数
・
惣
町
中
家
数
・
小
間
数
・
東
西

往
還
・
広
島
十
八
ヶ
所
観
音
順
礼
・
広
島
町
組
を
収
録
し
て

い
る
。

本
書
は
「
道
端
不
案
内
」
の
他
国
人
な
ど
を
城
下
へ
い
ざ

な
う
た
め
の
手
引
き
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
、
町
人
の
経
済
生
活
に
お
け
る
ゆ
と
り
や
祭
礼
の
庶
民

間
へ
の
浸
透
、
広
島
城
下
の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な

発
展
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
参
考
】
高
橋
新
一
「「
広
島
独
案
内
」
の
成
立
年
に
つ
い
て
」（『
ふ

る
さ
と
ひ
ろ
し
ま
』
創
刊
号
、
一
九
八
一
）。
中
山
富
広

「「
広
島
独
案
内
」
に
つ
い
て
」（『
地
方
社
会
の
自
己
証

明
』、
平
成
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告

書
、
一
九
九
二
）。

「
尾
道
志
稿
追
輔
」（
お
の
み
ち
し
こ
う
つ
い
ほ
）

（
青
木
茂
氏
旧
蔵
文
書
二
〇
〇
〇
〇
四
―
一
六
六
）

近
世
の
尾
道
町
に
関
す
る
地
誌
と
し
て
は
、「
国
郡
志
下
調

べ
帳
」
を
も
と
に
町
年
寄
・
亀
山
士
綱
が
ま
と
め
た
「
尾
道

志
稿
」（
前
編
一
一
巻
、
後
編
三
巻
）
が
あ
る
。
本
書
は
こ
の

「
尾
道
志
稿
」
で
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
紀
行
文
等
の
書
物
の

引
用
を
中
心
に
編
修
し
た
も
の
。

作
者
の
梶
原
藍
渠
（
か
じ
わ
ら
ら
ん
き
ょ
）（
名
は
景
惇
、

７

当館所蔵の「広島独案内」のうち、長船本（上の写真２冊の

うち左側）には彩色の町絵図が一部挿入されている。



通
称
は
九
郎

右
衛
門
）
は

讃
岐
高
松
の

豪
商
の
出
身
。

和
漢
の
学
に

通
じ
、
高
松

藩
の
修
史
事

業
に
も
関
与

し
た
。
藍
渠

が
「
尾
道
志
稿
」
の
編
さ
ん
に
関
係
が
あ
っ
た
の
か
否
か
は

定
か
で
な
い
が
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
「
国
郡
志

下
調
べ
帳
」
を
基
に
し
た
「
尾
道
志
稿
」
前
編
が
完
成
し
た

後
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
紀
行
文
等
書
物
の
引
用
を

集
め
た
も
の
と
し
て
本
書
は
作
成
さ
れ
た
。

本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
書
物
は
、「
厳
島
御
幸
道
記
」・

「
太
平
記
」・「
道
ゆ
き
ぶ
り
」・「
厳
島
諸
記
」・「
九
州
の
道

の
記
」
等
で
あ
る
。

な
お
、「
尾
道
志
稿
」
後
編
で
も
本
書
と
同
様
に
尾
道
に
関

係
す
る
書
物
の
収
録
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
後
編
の
脱

稿
は
本
書
成
立
の
翌
年
で
あ
り
、
ま
た
本
書
の
写
本
が
亀
山

家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、「
尾
道
志
稿
」
後
編
の

編
修
に
当
た
っ
て
は
、
本
書
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
書
物
と
「
尾
道

志
稿
」
後
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
書
物
と
は
殆
ど
重
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
後
編
で
は
、
本
書
の
引
用
書
を
除
外
し
て
収

録
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

「
福
山
志
料
」（
ふ
く
や
ま
し
り
ょ
う
）（
八
田
家
文
書
八
八
〇
七
―
八
五
五
）

藩
主
の
命
に
よ
り
編
さ
ん
さ
れ
た
、
近
世
後
期
福
山
藩
の

本
格
的
な
地
誌
。

福
山
藩
主
阿
部
正
精
（
ま
さ
き
よ
）
が
文
化
二
年
（
一
八

〇
五
）、
加
判
吉
田
豊
功
を
史
局
の
長
に
任
じ
、
編
修
に
当
た

ら
せ
た
も
の
。史
局
に
は
、特
命
に
よ
り
菅
茶
山
が
加
わ
り
、

事
実
上
茶
山
が
ほ
と
ん
ど
独
力
で
作
成
し
た
。

地
誌
編
さ
ん
を
命
じ
た
藩
主
正
精
の
意
図
は
、
自
ら
が
幕

府
の
要
職
に
あ
り
領
内
の
事
情
に
疎
い
た
め
、「
旧
聞
を
輯
メ
、

近
事
ヲ
録
シ
、故
事
ヲ
検
シ
テ
今
ノ
政
ニ
用
資
セ
ン
ト
欲
ス
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

編
さ
ん
事
業
の
中
心
を
担
っ
た
菅
茶
山
は
、
精
力
的
に
資

料
収
集
に
努
め
、
引
用

書
目
は
三
二
〇
部
に
及

ん
だ
。
ま
た
、
福
山
藩

で
は
こ
れ
に
先
ん
じ
て

「
備
陽
六
郡
志
」や「
西

備
名
区
」
な
ど
の
す
ぐ

れ
た
地
誌
が
あ
り
、
こ

れ
ら
の
地
誌
に
も
多
く

依
拠
す
る
と
と
も
に
、

領
内
各
地
域
の
地
誌
を

調
査
し
提
出
さ
せ
た
。

ま
た
茶
山
は
、
広
島
の

頼
春
水
や
杏
坪
に
も
し

ば
し
ば
意
見
を
求
め
て

お
り
、
古
書
等
の
提
供

も
求
め
た
。
と
く
に
杏
坪
は
、
当
時
「
芸
備
国
郡
志
」

修
（「
芸
藩
通
志
」
の
編
さ
ん
）
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ

あ
り
、
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

「
福
山
志
料
」
全
三
五
巻
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇

二
月
に
藩
主
に
提
出
さ
れ
、翌
月
正
精
が
序
を
書
い
て

一
本
を
幕
府
に
献
上
し
た
。

内
容
は
五
部
構
成
で
あ
り
、
巻
一
～
十
は
「
総
敍
」

て
藩
領
域
全
般
に
関
す
る
事
項
を
記
す
。
巻
十
一
～
二

は
「
邑
里
」
で
、
城
下
・
各
町
村
の
地
誌
と
な
っ
て
い

巻
二
十
七
は
「
土
産
」、
巻
二
十
八
～
三
十
は
「
弁
説
」

て
寺
社
・
名
勝
・
雑
事
・
古
戦
場
に
つ
い
て
考
証
し
て
い

巻
三
十
一
～
三
十
五
は
「
附
録
」（
古
文
書
・
図
絵
）
で
あ

写
真
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
福
山
志

行
事
務
所
が
刊
行
し
た
上
下
二
巻
の
復
刻
本
。
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